
 

 

 

 

 

３ 戸田市立小・中学校の紹介 
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戸田市立戸田第一小学校 

所在地 戸田市上戸田３－７－５  児 童 数 ９８１人  

校 長 髙橋 博美        学 級 数 ３３学級  

教 頭 近藤 百合・崎山 英則  教 職 員 数 ５９人   

創 立 明治１０年５月１日    開校記念日 ５月１日   

・ 本校の特色 

本校は開校１４４年の歴史を持つ、児童数は９８１名、３３学級（内特支学級４）の大規

模校である。キャッチフレーズは「夢あふれ 絆深める 戸一小 子供も大人も元気な学校

～自分の頭で考える力と他者と協力してやり抜く力を育てる学校～」で、学校・家庭・地域

が強い絆で結ばれている。今年度は、国語モジュールなど弾力的な時間割編成、GIGA スクー

ル構想の具現化に向け ICT を活用した一斉・個別・協働学習の実施、戸田型 PBL を推進し、

互いに高め合う児童の育成を目指している。 

・ 校訓と学校教育目標 

「誠実」「剛毅」「勤倹」 （校訓）  ★気づく ★創る ★助け合う （学校教育目標） 

・ 本年度の研究テーマ 

「PBL で開く新しい学びの創造」 

令和２・３・４年度戸田市教育委員会委嘱研究  

 

戸田市立戸田第二小学校 

所在地 戸田市喜沢南２－２－３７  児 童 数 ９９９人 

校 長 山根 淳一          学 級 数 ３３学級  

教 頭 川上 奈緖子・永谷 拡紀  教 職 員 数 ６５人   

創 立 昭和２７年５月３０日    開校記念日 ５月３０日 

・ 本校の特色 

本校は集合住宅が立ち並ぶ地域であり、児童数が約１０００名、学級数が３３学級と過大規模校である。

教育の特色として、まち全体を学習の場としてとらえ、地域とともに創る持続可能な「学びのカタチ」に

ついて研究を進めている。そこで、生活、総合的な学習の時間を核として、「ホンモノとのつながり」「発

展性のある課題」「相手意識」「多様な評価」「カリキュラム・マネジメント」等をキーワードにＰＢＬカリ

キュラムの創造に取り組み、児童の創造性・論理力・学ぶ主体性の育成を図っている。 

・ 校訓と学校教育目標 

校訓『自主・誠実・和楽』 

学校教育目標『心豊かに ２１世紀を たくましく 生き抜く 子』 かしこく なかよく たくましく 

・ 本年度の研究テーマ 

研究テーマ：「つむぐ」令和 2.3.4 年度戸田市教育委員会委嘱研究  

令和元・2年度文部科学省委託「これからの時代に求められる資質・能力を 

育むためのカリキュラム･マネジメントの在り方に関する調査研究」研究拠点校 

 

プログラミング学習 

専門家の方との遠隔授業（ＺＯＯＭ） 
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戸田市立新曽小学校 

所在地 戸田市新曽南２－１３－８  児 童 数 ６４０人  

校 長 山下 理恵子        学 級 数 ２１学級  

教 頭 伊藤 裕二          教 職 員 数 ４７人  

創 立 明治４３年２月２３日    開校記念日 ２月１日  

・ 本校の特色                               セサミストリートカリキュラム 

 本校は、昭和３５年に開校し６２年目を迎える。学区には複合型コミュニティーセンターや学校給食セ

ンターがあり、近くには荒川が流れている。教育の特色として、セサミストリートカリキュラムの授業づ

くり、異年齢集団による活動、学校ファームを活用した食育、学校応援団の学習支援、新曽の杜を中心と

した環境教育活動がある。また、昨年度より、文部科学省よりカリキュラム・マネジメントに関する研究

委嘱を受け、共生社会で活躍できる人材を育成するための教育活動の充実を図っている。 

・ 校訓と学校教育目標 

 夢をえがき 計画をたて 行動する 未来を拓く新曽っ子 

★あかるく＜徳育＞  ★かしこく＜知育＞  ★たくましく＜体育＞ 

・ 本年度の研究テーマ 

「つなぐ」～カリキュラムを、人を、社会をつなぐ、資質・能力ベースの学び～ 

 

戸田市立美谷本小学校          

所在地 戸田市美女木７－１１－３ 児 童 数 ３１９人   

校 長 三日月 桂子        学 級 数 １２学級  

教 頭 杉森 雅之        教 職 員 数 ３３人   

創 立 明治６年１月２０日    開校記念日 １月２０日  

・ 本校の特色  

本校は、明治６年に開校し、１４８年目の市内で最も歴史のある学校である。学区内には道満グリーンパ

ークがあり、その恵まれた環境を理科や生活科、けやきタイムなどの学習に生かしている。また、「あいさつ

にほんいち」「へんじにほんいち」を目指すなど、生活習慣の定着を図るとともに、朝の時間を活用した国語

や算数の基礎的・基本的な学習内容の定着、体力向上、英語活動、読書に取り組んでいる。さらに「全校ふ

れあい遠足」などの異年齢集団による経験を通して、他の人を思いやる豊かな心の育成にも力を注いでいる。 

・ 校訓と学校教育目標    

美谷本小Ｓｐｉｒｉｔｓ “認め合い 助け合い 高め合い” 

★よく考える子  ★たくましい子  ★進んで働く子 

・ 本年度の研究テーマ  

  「心豊かに学び合い、未来を拓く児童の育成」 

   全校ふれあい遠足「たてわり班で遊ぼう」 

 

49



戸田市立笹目小学校 

所在地 戸田市笹目６－９－１ 児 童 数 ２９０人 

校 長 大沼 公子      学 級 数 １５学級 

教 頭 伊藤 和三      教 職 員 数 ３７人 

創 立 明治７年３月１５日  開校記念日 ３月１５日 

・ 本校の特色 

 本校は、戸田市の西部に位置し、開校１４７年目を迎えている。学校周辺には荒川、彩湖があり、自然

や緑豊かな教育環境に恵まれている。地域の人口変動は、比較的少ない。地域の方々は、学校の教育活動

に協力的である。保護者の中には卒業生も多い。地域とともにつくる学校「コミュニティ・スクール」を

積極的に推進している。 

【知】ワーキングメモリタイム、ＡＢＣタイム、読書タイム、お話の花束（ボランティアによる読み聞かせ） 

【徳】「ふわふわ言葉」「ふわふわスリッパ」の取組、たてわり活動、挨拶運動の充実（中学校と共に） 

【体】季節に合わせた運動や遊びの実施（縄跳び、３分間走、運動遊び教室） 

・ 校訓と学校教育目標   

・かしこく   ・やさしく    ・たくましく 

・ 本年度の研究テーマ   自ら学びに向かう児童の育成 

～リーディングスキル向上をめざした指導法の工夫・改善～ 

 

戸田市立戸田東小学校 

所在地 戸田市下戸田 1－3－3  児 童 数 １０５５人  

校 長 小髙 美惠子      学 級 数 ３０学級   

教 頭 嶋 広志・水沼 美和  教 職 員 数 ６０人       戸田東小キャラクター 

創 立 昭和３８年４月１日   開校記念日 ２月２２日   なのちゃん・いっちょうくん 

 

・ 本校の特色 
本校は、本年度、開校５８年目を迎える。児童数は１０５５名３０学級。昨年度より１００名近い児童

数増となっており、今後もさらなる児童数増が見込まれている。市街地の中ほどに位置し、木々の緑と色

とりどりの花が潤いと安らぎを感じさせる花いっぱいの学校である。「かんどう」のある学校をキーワード

に子供たちに「感動」を与える学校、教職員が「歓働」する学校、地域・保護者の「汗動」に支えられる

学校をめざす学校像としている。 

 

・ 校訓と学校教育目標 
・よく考える子  【知育】 

・思いやりのある子【徳育】 

・たくましい子  【体育】 

 

・ 本年度の研究テーマ 

 「グローバル社会でたくましく生き抜き、 

活躍できる児童生徒の育成」 

～課題発見・解決能力と論理的思考を 

育成するＰＢＬの推進～ 

 

プログラミング学習に取り組む様子 
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戸田市立戸田南小学校 

所在地 戸田市本町４－８－２ 児 童 数 ７２２人 

校 長 鈴木 薫 学 級 数 ２３学級 

教 頭 筒井 陽子 教 職 員 数 ４８人  

創 立 昭和４３年４月１日 開校記念日 ３月３日 

・ 本校の特色                            

本校は、ＪＲ戸田公園駅に近く、マンションが多い住宅地内にあり、戸田第一小学校から分離独立した、

開校５２年目を迎えた大規模校である。令和元年度にはプログラミング教育研究発表会を開催し、２１世

紀を生きる子供たちに必要な資質・能力の育成に努めた。また、令和２年度には、にじいろ学級（特別支

援学級）を２学級新設し、ユニバーサルデザインを取り入れた児童一人一人に寄り添った教育の充実も図

っている。 

・ 校訓と学校教育目標 「気づく 助け合う きたえる」

・ 本年度の研究テーマ

「通常学級における、個に応じた教育的支援を必要とする 

児童への支援の在り方」 

戸田市立喜沢小学校 

所在地 戸田市喜沢１－４８－６  児 童 数 ３５７人 

校 長 手塚 浩   学 級 数 １５学級 

教 頭 渡邊 泰典   教 職 員 数 ４３人  

創 立 昭和４３年４月１日 開校記念日２月２４日 

・ 本校の特色 

本校は、蕨市や川口市と接する戸田市の最も東側に位置する、開校５３年目を迎える学校である。発達・

情緒通級教室が２学級、特別支援学級も３学級設置され、全校で交流及び共同学習と校内環境及び授業の

ユニバーサルデザイン化を推進している。校長の指導の下、全教職員で「自己有用感を持ち、互いの良さ

を認め、未来社会を心豊かにたくましく生きる児童の育成」を目指している。 

・ 校訓と学校教育目標

１ よく考える子＜かしこく＞・確かな学力【知育】２ 思いやりのある子＜やさしく＞・豊かな心【徳育】

３ 元気な子＜たくましく＞・心身の健康と体力【体育】 

・ 本年度の研究テーマ『 未来につながる学びの創造 』 ＰＢＳ・ＰＢＬ・ＳＴＥＡＭ

～主体的・対話的で深い学びを通して～ 

「アイスココア」 

ア：ありがとう コ：ごめんね

イ：いいよ コ：こんにちは

ス：すごいね ア：ありがとう

プログラミング教育研究発表会 

  ６年プログラミング学習交流会
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戸田市立笹目東小学校 

所在地 戸田市笹目３－１７－１２ 児 童 数 ７１０人 

校 長 武藤 昌博  学 級 数 ２４学級 

教 頭 田邊 雅也  教 職 員 数 ５１人  

創 立 昭和４７年４月１日  開校記念日 ３月３日 

・ 本校の特色

 本校は戸田市の西部に位置し、周辺には大宮バイパスや首都高速大宮線等幹線道路に

囲まれている。また学区には児童センターなどの社会教育施設がある。学校水田をはじ

め、りんごやプラムなど実の成る木々が並ぶフルーツロードやグリーンボランティアに

よる定期的な花壇整備など緑豊かな環境づくりに努めている。特別支援学級のさくらん

ぼ学級もあり、一人一人に適した特別支援教育の推進を図っている。  

・ 校訓と学校教育目標

・深く考え行動する子ども ・進んで働く子ども ・健康でたくましい子ども ・思いやりのある子ども

・ 本年度の研究テーマ

「教師が変わる・授業が変わる・子供が変わる」 

～リーディング・スキルを出発点とした、見方・考え方に着目して～ 

戸 戸田市立新曽北小学校 

所在地 戸田市大字新曽 1367 児 童 数  ７３９人 

校 長 川和田 亨  学 級 数  ２４学級 

教 頭 本木 千穂  教 職 員 数  ４７人  

創 立 昭和４８年４月１日  開校記念日 ２月１２日 

・ 本校の特色

本校学区には市の公共施設等が多く、博物館・図書館、スポーツセンター等の施設を学習に有効活用し

ている。「かしこく なかよく たくましく まっすぐに」の学校教育目標のもと、児童の育成したい力と

して「自分のこととして捉える力・自ら課題を発見し粘り強く学び続ける力」を設定している。プロジェ

クト型学習の推進、アクティブラーニングの視点を取り入れた「北小トライアングル」（3 人組の話合活動）、

ＩＣＴ機器の活用をとおして、その育成を図っている。 

・ 校訓と学校教育目標

校  訓    「英知」 「友愛」 「剛健」 「寛容」 

学校教育目標 －かしこく なかよく たくましく まっすぐに－ 

・ 本年度の研究テーマ

「自分ゴト化し、挑戦する児童の育成」 

ＰＢＬ型授業の導入  

3 年「われら野菜調査隊」 
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戸田市立美女木小学校 

所在地 戸田市美女木２－３３－１ 児 童 数 ６９０人 

校 長 山田 一文 学 級 数 ２３学級 

教 頭 田中幸太郎 教 職 員 数 ４３人  

創 立 昭和５５年４月１日 開校記念日 １１月８日 

・ 本校の特色 

 本校は、地域に愛され地域に支えられた創立４１年目の学校である。戸田市の西北にあり、通学区域内

に首都高速、東京外郭環状道路、通学区域内に接して新大宮バイパスが走る交通の要所にある。 

 校内には、季節を彩る草花が咲き誇り、緑豊かな樹木の茂る整った教育環境のもと、落ち着いた雰囲気

の中で、南稜高校外国語科の生徒との交流、運動部との投力向上授業、学校応援団による読み聞かせ（お

はなしくまさん）など、地域や学校の特色を活かした教育活動に取り組んでいる。 

・ 校訓と学校教育目標

★かしこく(正しく考える子ども)★やさしく(思いやりのある子ども)★たくましく(元気な明るい子ども)

・ 本年度の研究テーマ

「互いに学び合い、思いや考えを伝えられる子の育成」

～正確に理解し、適切に表現できる資質・能力を育む授業を通して～

戸田市立芦原小学校 

所在地 戸田市新曽１９６１   児 童 数 ７２６人  

校 長 藤川 英子 学 級 数 ２１学級  

教 頭 田中 耕次 教 職 員 数 ４０人  

創 立 平成１７年４月１日 開校記念日 １１月１日 

・ 本校の特色 

本校は、開校１６年目、JR 埼京線北戸田駅西口から徒歩５分に位置する学校施設と生涯学習施設との複

合型施設である。外部人材や地域の環境等を積極的に活用するなど、コミュニティ・スクールとして、学

校・家庭・地域のパートナーシップでつくる教育活動を実践している。本校の特徴である教室や廊下スペ

ース・多目的教室等の多様な空間を活用したグループ学習や充実したＩＣＴ環境を活用した学習とともに、

「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」の視点からの授業改善やプログラミング学習、

英語教育、セサミストリートカリキュラム、PBL 等を積極的に推進している。 

・ 校訓と学校教育目標

★子供一人一人の瞳が輝き 心のふるさととなる学校★～つながり～

〇まなびあい（知）学び 磨き合う子 

〇みとめあい（徳）信じ 支え合う子 

〇きたえあい（体）励み 鍛え合う子 

・ 本年度の研究テーマ

「関わり合い、学び合い、未来を拓く児童の育成 ～『コミュニティ・スクールの力』を生かした探求的

な学習～」 

南稜高校外国語科の生徒との交流

ＯＥＣＤによる視察
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